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※指名推選：地方議会の選挙において、投票によらず、指名者を定めてその者の指名する者を当選者とする方法のこと。

新
正
副
議
長
あ
い
さ
つ

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　
　
　

議　

長　

鈴
木
富
美
子

　
　
　

副
議
長　

金
子　

豊
美

　

令
和
５
年
４
月
の
改
選
に
よ
り
、

４
期
２
名
、
３
期
６
名
、
２
期
６

名
、
新
人
２
名
の
新
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
、５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、

指

※

名
推
薦
に
よ
り
議
長
・
副
議
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
長
井
市
議
会
で
は
初
の
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
の
な
り

手
不
足
は
深
刻
な
問
題
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
議
員
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市

民
目
線
に
立
ち
、
少
し
で
も
寄
り

添
う
姿
勢
で
議
会
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
16
名
が
一
丸
と
な
り
、
当

局
と
積
極
的
に
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
「
長
井
に

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ

か
ら
も
長
井
に
住
み
続
け
た
い
」

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　去る４月２3日執行の
市議会議員選挙において
16名の議員が決まりま
した。その後、５月臨時
会及び６月定例会で以下
の通り議会の体制が決定
されました。

【総     　務】 　◎鈴木　一則　　　○鈴木　英則　　　　平井　直之　　　　鈴木　　裕
　　　　　　　　竹田　陽一　　　　内谷　邦彦　　　　浅野　敏明　　　　金子　豊美

【文     　教】 　◎今泉　春江　　　○渡部　正之　　　　勝見英一朗　  　　 鈴木　悟司
　　  　　　　　 渡部　秀樹　　　　平　　進介　   　　梅津　善之　　　　鈴木富美子

◎平　　進介　　○梅津　善之　　鈴木　　裕　　渡部　正之　　内谷　邦彦　　今泉　春江

【厚     　生】 　◎鈴木　　裕　　　○平井　直之　　　　勝見英一朗　   　　渡部　正之
　　　　　　　　浅野　敏明　　　　金子　豊美　　　　梅津　善之　　　　今泉　春江

【産業・建設】　　◎内谷　邦彦　　　○鈴木　悟司　　　　鈴木　一則　　   　竹田　陽一
　　　　　　　　渡部　秀樹   　　　浅野　敏明　　　　平　　進介　　　　鈴木富美子

【
常

任

委

員

会
】

【議会運営委員会】

【ながい市議会だより編集特別委員会】

【予算特別委員会】 【議会選出監査委員】

【一部事務組合議会議員】

【山形県後期高齢者医療広域連合議会議員】

◎渡部　秀樹　　○渡部　正之　　平井　直之　　鈴木　英則　　鈴木　悟司　　竹田　陽一

◎渡部　秀樹　　○渡部　正之　ほか　議長を除く全員 勝見英一朗

【置賜広域行政事務組合】
鈴木　一則　　渡部　秀樹
鈴木富美子

【西置賜行政組合】
平井　直之　　鈴木　悟司
渡部　正之　　竹田　陽一

【置賜広域病院企業団】
鈴木　　裕　　内谷　邦彦
鈴木富美子

金子　豊美
（敬称略）　◎委員長　　○副委員長
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６
月
定
例
会
は
６
月
８
日
か
ら

６
月
29
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程

で
開
催
し
、
最
終
日
提
案
を
含
む

報
告
３
件
、
一
般
議
案
６
件
、
予

算
議
案
３
件
、
人
事
案
件
19
件
、

請
願
１
件
、
議
会
案
２
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
11
名
の

議
員
が
質
疑
に
立
ち
、
当
局
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

住
宅
街
な
ど
の
狭
小
な
道
路
の

除
雪
に
使
用
す
る
１
・
３
ｍ
級
の

小
型
除
雪
車
（
２
４
１
７
・
８
万

円
）
と
、
幹
線
道
路
の
除
雪
に

使
用
す
る
２
・
２
ｍ
級
の
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
（
５
２
３
０
・
５
万

円
）
の
各
１
台
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

７
６
４
８
万
円

　

す
み
れ
学
園
で
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
障
害
児
相
談
支

援
事
業
を
行
う
た
め
条
例
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

議
　
　
案

主
な
補
正
予
算

　

旧
給
食
共
同
調
理
場
の
解
体
工

事
と
し
て
で
は
な
く
、
現
状
の
ま

ま
買
取
人
に
引
き
渡
し
、
買
取
人

の
負
担
で
建
物
等
を
解
体
・
更
地

に
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
旧
給

食
共
同
調
理
場
の
跡
地
を
売
却
す

る
も
の
で
、
こ
の
た
び
の
補
正
予

算
額
は
、
建
物
等
の
解
体
撤
去
費

か
ら
土
地
売
却
価
格
を
引
い
た
金

額
で
す
。

旧
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

解
体
・
撤
去
費
用
等　

　
　
　
　
　

６
７
５
５
万
円

　

タ
ス
改
修
事
業
の
う
ち
補
助
事

業
対
象
分
の
工
事
請
負
契
約
の
締

結
を
す
る
も
の
で
す
。工
事
期
間
は

令
和
５
年
６
月
29
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
22
日
。
那
須
・
後
藤
・
大
泉
・

鈴
木
特
定
改
修
事
業
共
同
体
と
契

約
し
ま
し
た
。主
に
１
階
、３
階
、

４
階
、５
階
、７
階
、
８
階
、
９
階

の
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

遊
び
と
学
び
の
交
流
施
設
「
く

る
ん
と
」
の
住
所
を
長
井
市
本
町

一
丁
目
一
番
一
号
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

す
み
れ
学
園
設
置
条
例
の
改

正
に
つ
い
て

主
な
最
終
日
提
案
議
案

タ
ス
改
修
工
事
の
契
約
に
つ

い
て
（
市
単
独
分
）

　
　
　

１
億
６
７
７
５
万
円

　

タ
ス
改
修
事
業
の
う
ち
市
単
独

事
業
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を

す
る
も
の
で
す
。
工
事
期
間
は
補

助
対
象
事
業
と
同
様
で
、
那
須
・

大
泉
・
鈴
木
特
定
改
修
事
業
共
同

体
と
契
約
し
ま
し
た
。

す
み
れ
学
園
建
設
費
の
補
正

　
　
　
　
　

７
６
６
０
万
円

　

す
み
れ
学
園
の
施
設
設
備
の
充

実
を
図
る
た
め
、
旧
市
庁
舎
解
体

関
連
事
業
費
か
ら
事
業
費
の
組
み

換
え
を
行
う
も
の
で
す
。

　

５
月
17
日
に
開
催
し
、
議
会
人

事
（
前
頁
）
の
ほ
か
報
告
５
件
、

一
般
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

報
告
５
件
は
、
地
方
自
治
法
の

改
正
に
伴
う
市
税
条
例
、
都
市
計

画
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
と
、
除
雪
事
業
に
係

る
国
の
補
助
金
の
確
定
に
伴
う
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

16
号
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
交
付
金
事
業
に
伴
う
令
和

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２

号
で
し
た
。
一
般
議
案
１
件
は
、

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
し
た
。

５
月
臨
時
会

※
５
月
臨
時
会
及
び
６
月
定

例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
議
案

を
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会

く
る
ん
と
の
住
所
に
つ
い
て

　

防
災
ラ
ジ
オ
１
５
０
０
台
の
購

入
と
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
伊
佐
沢
中

継
局
の
機
能
強
化
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
購
入
費
用
等　

　
　
　
　
　

２
１
５
０
万
円

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
市
民

一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
な
が
い
コ
イ
ン
の

配
布
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

な
が
い
コ
イ
ン
事
業
経
費　

　
　
　

１
億
３
０
６
３
万
円

タ
ス
改
修
工
事
の
契
約
に
つ

い
て
（
補
助
分
）

　
　
　

14
億
９
８
６
４
万
円

主
な
最
終
日
提
案
補
正
予
算
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学
校
間
や
地
域
と
の
交
流
で

社
会
性
等
の
育
成
を
実
施

近
隣
ス
ポ
ッ
ト
と
も
連
携
し

市
内
外
か
ら
誘
客

小
学
校
の
小
規
模
校
化
に

適
切
な
対
応
を

新
た
な
観
光
複
合
レ
ジ
ャ
ー

施
設
を
ど
う
生
か
す

勝見英一朗

平　　進介

Ｑ
．
人
口
減
少
に
伴
い
、
小
学
校

の
小
規
模
校
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
、
一
般
的
に
は
学
力

の
保
障
や
集
団
行
動
を
通
し
た
社

会
性
の
育
成
、
少
人
数
で
の
登
下

校
時
の
安
全
確
保
な
ど
で
課
題
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

員
の
指
導
力
向
上
も
必
要
で
す
。

小
学
校
は
地
域
の
核
で
あ
り
、
本

市
で
は
基
本
的
に
６
つ
の
小
学
校

を
維
持
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
先
に
挙
げ
た
課
題
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
、今
後
、

こ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

Ｑ
．
寺
泉
地
内
に
新
し
い
観
光
複

合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
誕
生
し
ま
し

た
。「
な
が
い
ピ
オ
ニ
ー
の
森
」は
、

長
井
の
街
並
み
を
遠
望
す
る
市
西

部
の
高
台
約
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル

に
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
の
花
公
園
、キ
ャ

ン
プ
場
、
宿
泊
用
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
な
ど
を
集
め
た
施
設
で
す
。

一
民
間
事
業
所
で
の
整
備
は
、
ま

さ
に
「
地
元
愛
」
で
す
。
こ
の
整

備
に
対
す
る
思
い
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
や
キ
ャ
ン
プ

場
を
利
用
す
る
際
の
利
用
券
等
を
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
．
小
規
模
化
し
た
場
合
で
も
、現

在
と
同
様
に
、
研
修
の
実
施
等
に

よ
る
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
学
校
間
の
交
流
や

地
域
と
連
携
し
た
交
流
の
実
施
等

に
よ
り
、
社
会
性
を
育
成
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
、安
全
対
策
と
し
て

は
、
市
営
バ
ス
利
用
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

考
え
と
し
て
「
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
を
縁
と
し
て
交
流
を

促
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
活

動
の
こ
と
で
す
。
本
市
で
も
必
要

な
考
え
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
に

お
け
る
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
本
市
で
も
ス
ク
ー
ル・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
は
必
要
で
す
。
学

校
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
よ
り
、

地
域
が
元
気
に
な
る
と
い
う
視
点

を
持
ち
、
地
域
活
動
で
の
学
校
活

用
な
ど
、
学
校
・
地
域
ご
と
に
学

校
運
営
協
議
会
に
お
け
る
熟
議
を

通
し
て
、
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
向
け
た
具
体
策
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
用
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
地
域
の
資
源
や
ご
縁
を
大
切

に
す
る
強
い
思
い
と
熱
意
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新

た
な
事
業
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
受

け
止
め
、
本
市
の
新
た
な
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
多
く
の
お
客
様
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
と
し
て
の
活
用
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
本
年
４
月
に「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

が
創
設
さ
れ
、同
時
に「
こ
ど
も
基

本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
、

本
市
に
お
い
て
も
、ま
ず
は
、第
２

子
以
降
の
支
援
拡
大
策
と
し
て
、

保
育
料
の
無
償
化
及
び
給
食
費
の

無
償
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
無
償
化
対
象
外
の
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
料
は
、
県

の
制
度
に
協
調
す
る
形
で
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
国
が
す
べ
き
で
、そ

の
中
で
市
町
村
独
自
の
施
策
を
加

え
る
の
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
に
も
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

観光複合レジャー施設「ながいピオニーの森」 学校運営協議会
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環
状
交
差
点
の
導
入
に
よ
り

防
災
力
向
上
等
を
目
指
す

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
早
期

復
旧
の
方
向
性
を
検
討

駅
前
通
り
街
路
事
業
で

環
状
交
差
点
は
必
要
な
の
か

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
復
旧
対
応
の

進
め
方
に
動
き
は
あ
る
か 鈴木　一則

鈴木　　裕

Ｑ
．
長
井
駅
海
田
線
い
わ
ゆ
る
駅

前
通
り
が
、
令
和
４
年
３
月
に
街

路
事
業
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
が
、

事
業
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
事
業
認
可
期
間
は
令
和
４
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
で
、
全

体
の
事
業
費
は
23
億
円
で
す
。
起

点
の
長
井
駅
前
丁
字
路
か
ら
終
点

の
中
央
十
字
路
ま
で
総
延
長
２
９

３
メ
ー
ト
ル
、
道
路
幅
員
は
基
本

的
に
16
メ
ー
ト
ル
の
整
備
事
業
で

す
。

Ｑ
．
駅
前
の
十
字
路
を
環
状
交
差

点（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
）に
す
る

計
画
と
聞
き
ま
す
が
、
必
要
性
が

Ｑ
．
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
か
ら

復
旧
費
用
等
の
試
算
な
ど
が
示
さ

れ
た
こ
と
で
、
復
旧
へ
の
具
体
的

な
動
き
や
検
討
は
始
ま
っ
て
い
ま

す
か
。市
長
は
、改
正
鉄
道
軌
道
法

に
よ
る
国
の
追
加
支
援
の
積
極
活

用
を
見
据
え
、
事
業
構
造
の
変
更

も
含
め
て
今
後
の
対
応
を
考
え
た

い
と
し
て
い
ま
す
が
、国
の「
再
構

築
協
議
会
」の
動
き
も
あ
り
、地
元

が
し
っ
か
り
声
を
上
げ
、
早
期
復

旧
に
向
け
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
５
月
下
旬
、被
害
が
大
き
か
っ

た
新
潟
支
社
管
轄
の
自
治
体
（
小

あ
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。
環
状
交

差
点
は
自
動
車
を
優
先
し
て
ス
ム

ー
ズ
に
走
ら
せ
る
に
は
都
合
が
よ

い
と
思
い
ま
す
が
、
歩
行
者
の
横

断
歩
道
を
ど
う
す
る
の
か
思
い
浮

か
び
ま
せ
ん
。
環
状
交
差
点
を
進

め
よ
う
と
す
る
理
由
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
信
号
が
不
要
に
な
り
、
経
費

削
減
や
停
電
時
で
も
防
災
拠
点
の

市
役
所
に
近
い
な
ど
、
防
災
力
向

上
や
環
境
負
荷
低
減
等
の
観
点
か

ら
有
効
で
す
。ま
た
、横
断
歩
道
は

平
面
交
差
点
と
同
様
、
歩
行
者
優

先
で
あ
り
安
全
に
横
断
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
本
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
の
た
め
に
は
、事
業
所
・

家
庭
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
導
入
を
促
す
助
成
制
度
の

強
化
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
今
の

県
と
本
市
の
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
の
一
体
整
備
に
対
す
る
助
成
は

非
常
に
少
な
く
、
本
市
も
充
実
を

図
り
、
県
に
も
拡
充
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
第
４
次
環
境
基
本
計
画
に
お

い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
」の
導
入
目
標
を
明
確
に
し
、助

成
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

県
に
対
し
て
も
引
き
続
き
補
助
の

拡
充
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
町
、
飯
豊
町
、
関
川
村
、
村
上

市
）
の
首
長
が
意
見
交
換
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
今
後
、
山
形
・
新
潟

両
県
及
び
沿
線
市
町
全
体
で
、
こ

れ
か
ら
の
米
坂
線
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
、本
市
か
ら
も
働
き
か
け
、

早
期
全
線
復
旧
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。　

Ｑ
．
昨
年
の
８
月
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
飯
豊
町
萩
生
地
内
等
の
取

水
施
設
が
被
災
し
、
本
市
か
ら
応

急
給
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の

取
水
施
設
等
が
被
災
し
た
場
合
も

想
定
し
、
広
域
で
の
対
応
を
整
え

る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
り
給
水
人
口
も
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治
体
の

施
設
更
新
や
縮
小
な
ど
の
課
題
対

応
の
た
め
、
経
営
に
お
い
て
も
広

域
化
は
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
広
域
連
携
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

形
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
緊
急

で
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

に
、
お
互
い
に
連
携
・
支
援
が
で

き
る
体
制
を
固
め
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
で
の
広
域
化
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
今
後
も

検
討
協
議
を
重
ね
、
取
り
組
め
る

と
こ
ろ
か
ら
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。

米坂線代行バス 駅前通り十字路
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令
和
７
年
度
以
降
に
宮
・

小
桜
エ
リ
ア
の
整
備
を
行
う

市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
進
め
る

重
要
文
化
的
景
観
を
活
か
す

た
め
の
周
辺
整
備
を

変
化
や
課
題
に
対
応
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
．
市
民
と
市
が
一
体
と
な
っ
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
中
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
地
区
に
お

い
て
は
役
員
の
選
考
等
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
や
課
題
に

対
応
す
べ
く
、
本
市
に
お
い
て
も

地
方
自
治
法
上
必
置
の
付
属
機
関

と
、
条
例
等
に
よ
る
任
意
設
置
で

あ
る
各
種
委
員
会
、
審
議
会
等
に

お
け
る
任
期
や
委
員
数
の
再
考
、

ま
た
、
設
置
経
緯
、
経
過
を
踏
ま

え
た
再
編
統
合
等
の
検
討
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
高
齢
化
が
進
む
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
必

要
で
す
。
市
で
役
職
等
の
整
理
が

必
要
と
い
う
の
も
わ
か
り
ま
す
が
、

地
区
の
中
で
の
議
論
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

も
っ
と
地
区
長
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
し
、
お
話
を
聞
く
機
会
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
設
け
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
本
市
の

ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
た
戦
略
性
の
あ
る
取

組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
ト
ー
タ
ル
的
に
市
外
か
ら

の
評
価
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

戦
略
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
今
後

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方

向
性
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
水
、花
、け
ん
玉
、黒
獅
子
等

ま
ち
の
誇
り
の
価
値
を
、
市
民
と

と
も
に
再
発
見
し
磨
き
上
げ
る
こ

と
で
、地
元
愛
が
形
成
さ
れ
、効
果

的
な
情
報
発
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

首
都
圏
で
の
情
報
発
信
の
要
で
あ

る「
長
井
市
東
京
事
務
所
」や「
ふ

る
さ
と
長
井
会
」
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
、
引
き
続
き
戦
略
性

の
あ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

昭和35年の新町から丸大扇屋方向を写した写真協働のまちづくり（イメージ）

渡部　正之

渡部　秀樹

Ｑ
．
以
前
も
提
案
し
ま
し
た
が
、

重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
さ

れ
た
「
最
上
川
上
流
域
に
お
け
る

長
井
の
町
場
景
観
」
の
文
化
財
的

価
値
は
高
く
、
写
真
映
え
も
す
る

た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に

活
か
し
売
り
込
む
た
め
に
は
、
新

潟
県
村
上
市
の
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
、
町
屋
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
よ
う
に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て

景
観
に
配
慮
し
た
整
備
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
上
川
と
重
要
文
化

的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
街
並
み
を

結
ぶ
周
辺
エ
リ
ア
で
景
観
に
配
慮

し
、
家
屋
や
家
屋
を
囲
む
塀
等
の

新
築
、
増
改
築
、
塗
装
な
ど
へ
の

補
助
に
つ
い
て
再
度
提
案
し
ま
す
。

ま
た
、
数
十
年
前
の
重
要
文
化
的

景
観
エ
リ
ア
付
近
の
様
子
と
、
現

在
の
風
景
と
見
比
べ
が
で
き
る
街

角
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
も
併
せ

て
提
案
し
ま
す
。

Ａ
．
現
在
、
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
作
成
と
並
行
し
て
、
文

教
の
杜
（
旧
丸
大
扇
屋
、
旧
西
置

賜
郡
役
所
）
を
修
繕
・
整
備
す
る

た
め
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
第
４
期

都
市
再
生
整
備
事
業
に
お
い
て
、

宮
・
小
桜
街
区
の
面
的
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
街
角
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
家
屋
や
塀
な
ど

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
景
観

計
画
に
お
け
る
景
観
形
成
基
準

（
形
態
意
匠
や
色
彩
、
高
さ
等
）

を
具
体
的
に
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
宮
・
小
桜
街
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
地
域
住
民
の
皆

様
と
慎
重
に
協
議
し
な
が
ら
、
村

上
市
の
よ
う
な
先
進
的
な
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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支
援
人
材
の
配
置
や
授
業

日
数
の
見
直
し
等
を
実
施

無
投
票
は
重
く
受
け
止
め
る

実
効
性
あ
る
教
員
の

働
き
方
改
革
を

市
議
選
無
投
票
を

ど
う
受
け
止
め
た
か

Ｑ
．
市
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
と
い
う
民

主
主
義
の
根
本
が
行
使
で
き
ず
、

市
民
か
ら
は
投
票
が
な
い
こ
と
に

落
胆
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

市
議
選
無
投
票
を
市
長
は
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
お
考
え
か
お
聞
き

し
ま
す
。
ま
た
、
無
投
票
の
た
め

選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ず
、
候
補

者
の
略
歴
や
公
約
な
ど
が
わ
か
ら

ず
、
市
民
か
ら
は
不
安
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
議
会
報
を
利
用
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
選
挙
公
報
に
代
わ
る
広
報

誌
の
発
行
を
提
案
し
ま
す
。

Ａ
．
長
井
市
議
会
と
し
て
69
年
、

初
の
無
投
票
は
重
く
受
け
止
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
定
数
を

減
ら
す
こ
と
が
い
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
逆
に
定
数
を
増
や
し
市
議

会
の
あ
り
方
を
変
え
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市

議
会
で
も
議
論
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
選
挙
公
報
に

つ
い
て
は
、
無
投
票
で
は
そ
の
意

味
を
失
う
た
め
発
行
は
中
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
代
わ
る

も
の
を
議
会
で
出
す
場
合
は
、
予

算
の
補
正
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
方
自
治
体
の
役
割
は
、
住

民
福
祉
の
増
進
と
定
め
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、

給
食
費
無
償
化
は
切
実
で
す
。
試

算
で
は
、
市
の
予
算
の
１
％
の
１

億
２
４
０
０
万
円
で
で
き
ま
す
。

財
源
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
財

政
調
整
基
金
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

無
償
化
に
取
り
組
む
よ
う
改
め
て

提
案
し
ま
す
。

Ａ
．
ふ
る
さ
と
納
税
は
安
定
財
源

で
は
な
く
、
ま
ず
は
国
に
求
め
な

が
ら
、
栄
養
価
の
高
い
お
い
し
い

食
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

少
し
ず
つ
無
償
化
に
近
づ
く
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

GIGAスクール構想投票（イメージ）

今泉　春江

竹田　陽一

Ｑ
．
教
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正

が
課
題
で
す
が
、
勤
務
実
態
調
査

は
、
依
然
と
し
て
ま
だ
忙
し
い
現

実
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、
業
務
が

多
様
化
す
る
中
、
実
効
性
あ
る
教

員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
教
員
の

労
働
環
境
の
改
善
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
教
育
環

境
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
働
き
方
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
．
教
員
が
教
材
や
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

働
き
方
改
革
が
必
要
で
す
。
教
育

支
援
員
や
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、

授
業
日
数
の
見
直
し
等
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の
定
数

増
加
を
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
学
校
に
お
い
て
、
熱
中
症
が

発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速
か
つ
的

確
な
応
急
措
置
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
緊
急
時
の
体
制
は

ど
の
よ
う
に
確
立
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
各
校
で
整
備
し
て
い
る
緊
急

事
態
が
生
じ
た
際
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
連
絡
体
制
等
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応
急
処

置
の
方
法
を
習
得
す
る
た
め
、
西

置
賜
行
政
組
合
の
協
力
の
も
と
、

救
急
講
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
高
齢
者
は
、
熱
中
症
に
か
か

り
や
す
く
、
重
症
化
し
や
す
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
特
に
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

定
期
的
な
見
守
り
体
制
の
構
築
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
見
守
り
お
伺
い
コ
ー
ル
や
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
民
生
児
童

委
員
等
の
訪
問
や
お
ら
ん
だ
ラ
ジ

オ
で
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
支
え
合
う
見
守
り
体
制
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

答　弁

答　弁

7



令和５年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第142号〉

人
材
の
確
保
と
育
成
に

力
を
入
れ
取
り
組
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
も
得
な
が
ら
対
応

既
存
産
業
へ
の
雇
用
創
出

施
策
も
必
要
で
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

土
日
対
応
職
員
の
確
保
は

Ｑ
．
遊
び
と
学
び
の
交
流
施
設「
く

る
ん
と
」
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
子
ど
も
と
親
と
職
員

の
信
頼
関
係
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
再
編
さ
れ
る
こ
と
で
、
親
御

さ
ん
か
ら
不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
ま
た
、
土
日
に
も
対
応
す
る

に
あ
た
り
、
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
日

数
が
増
え
、
職
員
の
人
員
確
保
も

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
ま
ざ
ー
れ
」
と
「
に
じ
い
ろ
」

が
統
合
す
る
形
で
開
設
す
る
こ
と

か
ら
、
利
用
者
の
方
と
の
信
頼
関

係
は
継
続
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
遊
戯
場

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
も
得
て
対
応
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
対
し
て
、
県
で
は
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
予
算
へ
半
額
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
市
で
も
補

助
を
行
い
、
導
入
の
推
進
を
図
っ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
に

向
け
て
、
事
業
所
及
び
職
員
の

方
々
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
県
と
連
携
し
て

情
報
収
集
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
連
絡
会
議
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
会
議
等
で
周
知
を
図
り

ま
す
。

Ｑ
．「
里
の
名
水
・
や
ま
が
た
百

選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
三
階
滝
へ

の
道
路
を
、
市
と
地
元
と
県
が
同

じ
方
向
性
を
持
ち
取
り
組
み
、
恒

久
的
な
保
全
工
事
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

Ａ
．
三
階
滝
ま
で
の
路
線
に
つ
い

て
は
、
現
在
災
害
復
旧
工
事
中
で

す
。
地
元
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
費
用
対
効
果
を
含
め
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

長井駅西側介護ロボット

鈴木　英則

平井　直之

Ｑ
．
新
規
就
農
支
援
や
６
次
産
業

化
の
推
進
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
企
業
・
創
業

支
援
の
取
組
に
よ
り
、
一
定
の
成

果
は
出
て
い
る
も
の
の
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
新
規
事
業
へ
の

支
援
と
同
時
に
、
既
存
産
業
へ
の

施
策
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
農
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
定

の
制
度
に
つ
い
て
情
勢
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
製
造
業

や
建
設
業
へ
の
生
産
性
向
上
に
向

け
た
措
置
及
び
補
助
金
の
相
談
を

継
続
し
ま
す
。
今
後
、
人
手
不
足

の
対
応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
新
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
企
業
誘
致
や
地
元

企
業
へ
の
事
業
拡
大
な
ど
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
が
で
き
る
こ
と
か

ら
大
変
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
既
存

産
業
企
業
と
新
産
業
団
地
に
お
け

る
人
手
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
人
手
不
足
へ
の
対
策
は
、
産

業
振
興
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

人
材
の
確
保
及
び
育
成
も
含
め
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
た
な
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
若

い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
地
域
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
．
中
心
市
街
地
活
性
化
の
施
策

は
、長
井
駅
東
側
に
偏
っ
て
お
り
、

東
西
の
格
差
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
今
後
の
長
井
駅
西
側
開
発

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
新
庁
舎
が
長
井
駅
の
敷
地
内

に
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、

長
井
駅
西
側
の
街
路
事
業
や
都
市

再
開
発
事
業
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
ど
う
い
っ
た
手
法
が
あ
る
か

検
討
い
た
し
ま
す
。

答　弁

答　弁

8

一
般
質
問



重
要
事
業
の
推
進
を
図
り

今
後
も
要
望
を
継
続

重
要
事
業
を
実
現
す
る
に
は

日
頃
か
ら
の
取
組
が
必
要

フットパス

浅野　敏明

Ｑ
．
地
域
課
題
を
解
決
す
る
重
要

事
業
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
実

現
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
進
め
る
う
え
で
、
課
題
と
な
る

便
利
で
快
適
な
都
市
機
能
の
充
実
、

回
遊
性
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く

り
や
経
済
活
動
の
活
性
化
に
係
る

解
決
は
可
能
で
す
か
。

Ａ
．「
く
る
ん
と
」
を
核
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
、
商
店
街
等
と
連
携

し
た
賑
わ
い
創
出
事
業
の
実
施
と

街
路
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
と

回
遊
性
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事

業
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
間
を
置
か
ず
継
続

し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。
第
４
期

都
市
再
生
整
備
計
画
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
も

活
用
し
て
面
的
な
整
備
を
中
心
に

計
画
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
事

業
を
活
か
す
民
間
活
力
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
か
わ
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

で
整
備
さ
れ
た
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
の
維
持
管
理
を
徹
底
し
、
案
内

サ
イ
ン
等
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
草
刈
り
や
清
掃
等
の
維
持
管

理
に
よ
り
、
良
好
な
環
境
の
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
案
内
標
識

や
サ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
計
画
的

に
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
の
た
め
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施

設
と
、
地
産
地
消
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ
．
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
仕
組

み
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

施
設
導
入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
目
指
し
、
今
年
度
は

導
入
可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

長井おどり大パレードに参加しました

請　

願

◆
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

採　

択

　長井おどり大パレードが₇月₁日の夕暮れ時から開催され、旧市役所庁舎前を基点に約
800人の踊り手が思い思いの衣装で練り歩き、まちなかを彩りました。また、駅前通りや市
役所前駐車場には出店も並び、多くの市民でにぎわいました。長井市議会議員も13名が参加
し、大いに盛り上がりました。

（
請
願
者

　
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

　
　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
　　
　
　
　若
林
　
英
毅

　
山
形
お
き
た
ま
農
協
農
政
対
策
本
部 

　
　
本
部
長
　
若
林
　
英
毅
）
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項目
氏名

調　査       
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 資　料     
作成費

資　料     
購入費 人件費 合計額 返還額

鈴木　一則 　 　 100,650 　 　 　 　 33,000 　 133,650 0

勝見英一朗 　 45,000 　 　 　 　 　 86,400 　 131,400 0

渡部　正之 　 　 91,376 　 　 　 　 　 　 91,376 28,624

鈴木　　裕 　 　 149,413 　 　 　 2,884 　 　 152,297 0

竹田　陽一 　 　 　 　 　 　 34,391 85,800 　 120,191 0

金子　豊美 　 　 　 　 　 　 9,517 118,200 　 127,717 0

内谷　邦彦 　 　 148,185 　 　 　 　 　 　 148,185 0

渡部　秀樹 　 　 474,286 　 　 　 　 　 　 474,286 0

平　　進介 　 　 123,200 　 　 　 　 　 　 123,200 0

鈴木富美子 　 　 　 　 　 　 61,160 15,000 　 76,160 43,840

赤間　泰広 　 　 　 　 　 　 53,856 54,938 　 108,794 11,206

梅津　善之 　 　 29,810 　 　 　 　 100,236 　 130,046 0

小関　秀一 　 　 　 　 　 　 50,000 72,960 　 122,960 0

今泉　春江 　 　 116,720 　 　 　 8,976 2,970 　 128,666 0

蒲生　光男 　 　 138,856 　 　 　 　 　 　 138,856 0

浅野　敏明 　 　 　 　 　 　 58,938 101,400 　 160,338 0

合計額 0 45,000 1,372,496 0 0 0 279,722 670,904 0 2,368,122 83,670

政務活動費

令和４年４月～令和５年３月（12カ月分） 収支報告総括表

　議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、地方自治法及び市条例に
基づき政務活動費を交付しています。議員は、収支報告書に収支内訳書や視
察報告書、領収書を添付して議長に報告しています。

交付金額：議員₁人当たり月額10,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

★個人ごとの収支報告書、領収書等は市議会ホームページにて公開しております。

項目
氏名

調　査       
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 資　料     
作成費

資　料     
購入費 人件費 合計額 返還額

鈴木　一則 　 　 　 　 　 　 11,705 　 　 11,705 0

勝見英一朗 　 　 　 　 　 　 3,239 7,100 　 10,339 0

渡部　正之 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 10,000

鈴木　　裕 　 　 　 　 　 　 13,393 　 　 13,393 0

竹田　陽一 　 　 　 　 　 　 2,944 2,750 　 5,694 4,306

金子　豊美 　 　 　 　 　 　 　 7,200 　 7,200 2,800

渡部　秀樹 　 　 68,750 　 　 　 　 　 　 68,750 0

平　　進介 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 10,000

鈴木富美子 　 　 　 　 　 　 10,000 　 　 10,000 0

赤間　泰広 　 　 　 　 　 　 　 3,700 　 3,700 6,300

梅津　善之 　 　 　 　 　 　 11,000 　 　 11,000 0

今泉　春江 　 　 　 　 　 　 10,969 　 　 10,969 0

蒲生　光男 　 　 43,092 　 　 　 　 　 　 43,092 0

浅野　敏明 　 　 　 　 　 　 11,660 8,400 　 20,060 0

合計額 0 0 111,842 0 0 0 74,910 29,150 0 215,902 30,406

令和５年４月（１カ月分） 収支報告総括表
交付金額：議員₁人当たり10,000円　※改選前のため１カ月のみ交付/申請者のみ標記　　　　　　　　　　　（単位：円）

令和５年 8 月１日発行 ながい市議会だより  〈第142号〉
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新 人 議 員 紹 介
※令和5年5月から2名の新人議員が誕生しました。

令和５年 8 月１日発行〈第142号〉  ながい市議会だより

議席番号₁番の
　平井　直之（ひらい なおゆき）です。
昭和46年２月８日生まれ（52歳）で、中道地区に住んで
います。
会派は21爽風会に所属しております。
総務常任委員会と厚生常任委員会に所属しており、厚生常
任委員会副委員長の任に就いております。

議席番号２番の
　鈴木　英則（すずき ひでのり）です。
昭和35年７月31日生まれ（62歳）で、寺泉に住んでいます。
公明党に所属しております。
総務常任委員会と産業・建設常任委員会に所属しており、
総務常任委員会副委員長の任に就いております。

　私は、活力のある長井にしたいと思っております。その為には、次世代を担う若い人の
力が必要です。安定して働いていける、そして安心して生活ができるような環境づくりに
取り組んでまいります。また、人々の多様性を認めともに共生していける環境づくりにも
取り組んでまいります。市民が主役、みんなに優しい長井を目指し頑張ってまいります。

趣　味は、スポーツ観戦、特に　
　　　　　プロバスケの観戦
座右の銘は、『駑馬十駕
　　　　　（どばじゅうが）』です。

　私は、進学と就職で長井を離れて外から見た郷土の素晴らしさに魅せられて、Ｕター
ンして30数年間民間会社で働いて60歳で介護の仕事に就きました。たくさんの支援者の
方々から応援を頂き、市議として、大好きな長井を元気にしたい。小さな声に耳を傾け、
障がい者を支える福祉、少子高齢化と就労の問題等と山積する課題に全力で取り組んでま
いります。

趣　味は、家庭菜園と読書
座右の銘は、『千里の行も足下より
　　　　　　始まる』です。
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